










単位
平成30年度
（基準値）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値 達成状況

件 60 51 71 64 64 100 未達成

人 95 9 108 135 170 110 達成

単位
平成30年度
（基準値）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値 達成状況

件 - 1 1 1 1 10 未達成

件 7 8 9 9 10 9 達成

件 15 10 12 13 22 20 達成

人 249 235 243 253 267 280 未達成

頭 1,503 1,954 2,156 2,603 1,121 1,500 未達成

ha 8 6.5 1.12
（累計：7.62）

0.3
（累計：7.９2）

0.51
（累計：8.43）

10 未達成

ＫＰＩ(重要業績評価指標)

AI活用による課題解決件数（累計）

敷地面積５ha以上を有する立地企業数（累計）

みとよ創業塾受講者の創業件数

認定農業者数（累計）

有害鳥獣捕獲数（イノシシ）

＜基本目標４＞ひとが「創る」みとよへ

数値目標

法人本店及び支店の設立件数（法人異動届の受理件数）

国際大会・全国大会に出場し活躍する市民の数

＜基本的方向＞（１）魅力とやりがいを実感し、暮らしに豊かさをもたらすしごとづくり

耕作放棄地再生利用面積（５年間延べ）

【主な事務事業名】
・企業立地促進事業　　・産業振興事業　　・有害鳥獣対策事業

【成果及び課題】

・令和5年度はChatGPTを用いたごみ出しに関する問い合わせシステムの実証実験を行った。最終的に正答率は94パーセントまで向上させたが、今の技術では正答
率をさらに上げるのは難しく、導入を断念した。今後も香川高専やMAiZM、広域自治体等人工知能活用推進協議会等と連携してＡＩのみならずデジタル技術を活用
した問題解決を検討する。

・産業振興として、企業立地奨励金制度を用いて企業における製造施設等への投資を促すことで、雇用機会の創出に寄与した。令和6年度から企業立地奨励金制度の
金額及び期間を拡充したので、さらに積極的に周知し企業誘致を進める。

・みとよ創業塾は、令和4年度までは、新型コロナウイルス感染症の影響で人数制限を設けていたが、令和5年度から人数制限を撤廃し受講者が増加したため、目標値
を達成した。

・農業が魅力とやりがいのある職業として選ばれることをめざし、ふるさと財団による地域再生マネージャー制度を活用した「みとよのみ」プロジェクトとして認定
マークの商標登録を行い、若手生産者を中心に６次産業化や高付加価値農産物の販売促進に取り組み、地域産品のブランド化を図った。しかし、農業従事者の高齢化
や担い手不足は継続的な課題である。関係機関との連携を密にし、補助等の様々な支援を受けることができる制度の周知に努め、新規農業従事者の確保や育成を継続
する。

・令和5年度の有害鳥獣捕獲件数は、豚熱等の複数の要因から捕獲頭数が減少したと考えられる。農作物被害の相談件数も減っており、安定的な農業経営に資する目
的は達成しているものと考えている。
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委員会後修正





 資料４ 正誤表 

  ① ６ページ＜基本目標４＞ひとが「創る」みとよへ 

    《数値目標》法人本店及び支店の設立件数（法人異動届の受理件数）の単位 

       【正】件 

       【誤】千人 

 

  ② ６ページ＜基本的方向＞ 

        （１）魅力とやりがいを実感し、暮らしに豊かさをもたらすしごとづくり 

    《ＫＰＩ（重要業績評価指標）》みとよ創業塾受講者の創業件数 令和５年度 

       【正】２２  令和５年度中の受講者でその後創業した件数 

       【誤】３１  受講生のうち既に創業している者まで含めた件数  

        


